













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ＩＪＴ三Jj蓋ili~LＬ』一一一一毬一 』’一一一一 巳鐡八人一一一二岫町】 +４８船鰯 ■も
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１
鵬ｵｰﾌﾟﾝｱｸｾｽ｡ｼﾞｬｰﾅﾙに対する考え蕊ﾆﾙｾﾞﾋﾟｧのｵｰﾌﾟﾝｱｸｾｽへの対応
･オープンアクセス･ジャーナルに対する考え
。セルフアーカイビングへの対応
ロ機関リポジトリ
ロ分野別リポジトリ
ロ出版の一定期間後の無料公開
。オープンアクセスuジャーナル(著者支払いモデル）
ロPublicLibraryofSciBnce､BioMedCentralが代表的
‘エルゼビァの考え
ロ他社の動向を注意深く見守っているが､現在のままのモデ
ルは､長期的､大規模には維持が困難であると考えている。
ヨオープンアクセス･ジャーナルが著者に課金している1論文
あたりの金額は.実際の出版費用よりもはるかに少ない。
ロオープンアクセス･ジャーナル(他拠関からの助成を受I症LHる）
Publ1cLibrmyoFScfDItco:ＵＳ＄1,5DOB10MDdCDITtral;US＄５西
・ハイブリッドモデル(購院型け－プンアクセスの両方を提供）
SprinBorOponChoioo:US$aOCO
BlaokwBllPubllahIngOnlin⑥0p田､:us＄2,500
･DpomSocioty【nstjb｣四の賦算によれば､STMｼﾞｬｰﾅﾙの1馳文を出版する
ための費用は平均us＄3,750
熱ｵｰﾌﾟﾝｱｸｾｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙに対する考え(続き） 識､機麗ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘﾍの対応
ロ機関の研究成果を機関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘに搭載しようという動き
が活発になっている｡
ロエルゼビァの対応
･基本的には機関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘを支援しているが､著作権保護、
出版社による付加価値とのバランスも考慮している。
エルゼビアの考え(続き）
ｐ新しい論文を出版するためだけの薮用では､電子ジャー
ナル,システムの長期的な維持､技術の変化への対応が
困難である。
ロすべてのジャーナルがオープンアクセス･ジャーナルにな
った場合､費用負担が､論文発表の多い－部の研究志向
の大学や研究機関に集中するため､不公平が生じる。
Ip
蝶分野別ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘﾍの対応熱機関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘﾍの対応(続き）
。著者によるウェブ掲載に関するエルゼビアの方針
･論文の出版後､最終原稿の著者バージョンを個人または
所属機関のホームページ(機関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘを含む)に掲載
できる。
・最終原稿…査読および編築の過程でなされた変更を反映
させることができる。
。著者バージョン…Word､ＴＣＸ､テキストなど著者が用意し
たファイル｡SciancBDirGctからダウンローＩＬたPDFやHTML
は不可
ロ論文の替誌1W報､DOIまたはSciencaDiroctのジャーナルホ
ームページヘのリンクを掲載すること
■商業目的の使用は不可
。研究の助成金を出している機関が特定の分野別リポジト
リに最終原稿を提供する二とを推奨または義務化する動
きが出てきている。
。米国国立衛生研究所(NationallnstitLItesofHealth:NIH)‘
･英国ウェルカム財団(WellcomeTrust)など
。エルゼピァの対応
ロ助成機関ごとに方針または合憲を形成することが必要
･同一内容を複数のチャネルで出版するプログラムを支持する
Ｅとは難しい。
。エルゼビアの方針と助成機関の方針が矛盾することによって、
著者の役穂先の選択の自由が奪われたり､著者を違法な状
態におくことはj畦けなければならない。
1［
Ｚ
灘,分野別ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘﾍの対応(例'） 蝋分野別ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘﾍの対応(例2）
・英国ウエルカム財団のオープンアクセス計画
ロ2005年10月１日以降に助成を受けた研究に基づく論文は、Ｉ出版縫竺月面Y7T学､PMO(またはuI(PMC)に最終原稿を
・提供しなければならない。
ロ2006年10月１日以降は､ウエルカム財団の助成を受けた研
究に基づくすべての論文は､出版後6ケ月以内に､PMC(ま
たはＵＫＰＭＣ)に最終原稿を提供しなければならない。
。エルゼビァの対応
ロ対応策を検討中
。NIHパブリック･アクセス･ポリシー
ロ2005年５月2日以降､NIHから助成を受けた研究に基づく
論文の最終原稿を､出版後12ケ月以内にPubMedCentral
（PMC)に提供するように求める。
。エルゼピァの対応
･著者が希望した場合には､著者に代わってエルゼピアが
PMCに最終原稿を提出した上で､出版の12ケ月後にPMC
に対して一般公開する許可を与える。
】』
蝋参考URL壜参考文献蝋|出版の一定期間…料公關
。論文の出版から一定期間経過した後に無料公開
ロDelayedAccessまたはEmbargoと呼ばれる。
ロBudapestOpenAccessD1itlative(BOADが定賎するオープン
アクセスではない。
oHighWirePressやPubMedCentralで提供されているライフ
サイエンス系ジャーナルの多くがこのモデルを採用
ロエルゼビァの対応
ロCellPressの10タイトル(Ｃｅ"ＷらL"Ｄ"､ノリb/巳cLJ伯rCe"など）
は､1995年以降､かつ'2F向経過した論文を無料公開
ロ圧iBSLefre′ｓは､１２ケ月経過した論文を無料公開
OponSooiBtyh8tjhlto･Guidetoa｣BlmBBPIDJ1fllngfbrL虚■1dlInEaNoW
OpBnAcceBBjDt｣ｍｐＬＥ凸ｔｉｏｎ２ｕｊｌ｣ｌｙ２００ａｐ､18
http://www,Borca0rg/openaccoB5/o可Bi｣1.6s/buEinoBD-planningpdF
AuthorPo頭ngofF1nalP蝿OrotgPubllcWcbSitG､
http://www,infbBoIancBd[rBcLcDm/llCBnBlnZ/polloleG/author-pDBtlng／
PdioyonB1hBmIngR上HoAooooDtoA｣℃hWodPUblba5onBRoDul廿nEfmom
NIトトFundDdR0BqDrDh
http://町ant５.nihgov/画ants/餌１ｄＢ/no甘口e-nleB/NOT-OD-O5-O22html
BDevlormHpolicyotat6mcnt
http://WWW･BlsBvlDrppm/Wps/Ｒｎ｡/authorshomB,authors/nlhauthDrrBquBst
WoIIoomeTruotAnnolmoa⑧OpenAoooqoPIcwlG
http://www･wB11cQmD.aＣ・Ｕk/dqcWTXO25I91･hbnl
OpenAcceBEWDqno,ｍ日yb⑰
KEuGnHunterrhttp://www･naturo､ＣＯ､/haturo/focus/acceBEdeb古t●/３.html
エルゼピァの園子戦略
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